













の愛』（1924 ～ 1925）を対象とした 2017 年の調査結果を補完する結果となっている。
































有島武郎『或る女』（新潮文庫 2016 年版）、吉屋信子『花物語上』（河出文庫 2017 年版）『花
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3）吉屋信子『花物語』
花にちなんだ短編連作集で、1916 年から 1924 年まで雑誌『少女画報』に断続的に
連載され、1925 年 7 月から 1926 年 3 月にかけて『少女倶楽部』に 3 編が連載された。
1 話ごとに女学生が花にまつわるエピソードを互いに告白するという設定で書かれてお
り、女学生同士の友愛や憧れがテーマとなっている。







1911 ～ 1913（明治 44 ～大正 2） 『或る女』有島武郎
1916 ～ 1924（大正 5 ～ 13） 『花物語』吉屋信子
1924 ～ 1926（大正 13 ～ 15） 『伸子』宮本百合子



















作品名 性別 「ええ」総数 敬体 常体 その他（後続文無し）
伸子
男 4 4 0 0
女 22 6 13 3（「ええ」のみ）
或る女
男 6 2 0 4（「ええ」のみ）
女 17 9 6 2（「ええ」のみ）
花物語
男 0 0 0 0








『伸子』においては、「ええ」の総数は 26 用例で、そのうち女性発話の用例は 22 用例、
男性発話は 4 例だった。女性発話の 22 用例の中で、敬体の発話の中での使用が 6 例、
常体の発話の中での使用が 13 例、その他（後続文なし）が 3 例だった。男性発話の 4
用例は、全て敬体の発話の中での使用で、常体発話の中での使用はなかった。
『或る女』においては、「ええ」の総数は 23 用例で、そのうち女性発話の用例は 17
用例、男性発話は 6 例だった。女性発話の 17 用例の中で、敬体の発話の中での使用が
9 例、常体の発話の中での使用が 6 例、その他（後続文なし）が 2 例だった。男性発話










































































つまり、『或る女』（1911 ～ 1913）、『花物語』（1916 ～ 1924）、『伸子』（1924 ～ 1926）、『痴
人の愛』（1924 ～ 1925）の 4 作品において、同様の傾向が見られたということである。
作品数が限られており、この結果がこの時代に特有の傾向であると述べるのは拙速であ
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研究課題 1：男女による「ええ」の使い分けはいつごろ発生したのか。
上記の調査結果が示唆するように、1911 年から 1924 年頃、つまり明治末期から大
正末期における応答詞「ええ」は、男女による使い分けがあったと推測される。こうし
た「ええ」の使い分けが、いつごろ発生したのかを探るためには、さらに広範囲の時代、
作品にわたる用例分析を進める必要がある。明治 30 年代（1900 年前後）は日本語に標
準語が生まれる過程で、男女の言葉遣いに対する言語規範も同時に形成されたのではな






























































































デジタル』2018 年 9 月 24 日（アクセス日：2018 年 9 月 25 日）
　　〈https://www.asahi.com/articles/ASL9F3VSJL9FUCFI002.html?iref=pc_rellink〉
メイナード・K・泉子（2013）「あいづちの表現性」『日本語学　特集ことばの名脇役たち』
2013 年 4 月臨時増刊号 vol.32-5, 26-35　明治書院
森田良行（1996）『意味分析の方法―理論と実践―』ひつじ書房
McGloin, Naomi H.（1991）Hai and Ee : An Interactional Analysis. Japanese/Korean 
Linguistics.
用例出典
有島武郎　　『或る女』　新潮文庫　平成 28 年 3 月 5 日
宮本百合子　『伸子』新潮文庫　昭和 53 年 11 月 15 日　
吉屋信子　　『花物語　上』2017 年 9 月 30 日











「お父様と御一緒だって？」 安川 F ええ 「ええ。腰巾着」 13 17















「お一人ですか ?」 佃 M ええ 「ええ」 91 1






母 F ええ 「ええ、なぜ？」 185 17
「あれを見て置いてくれた ?」 佃 M ええ 「ええ」 213 1





「行きますか？」 佃 M ええ 「ええ、行ってよ！」 327 5
「――関係がわかりますか？」 佃 M ええ 「ええ、判った！  判った！」 384 18




「動坂へ行ったんだって？」 佃 M ええ 「ええ」 426 5
「どうしても？」 佃 M ええ












「今日は木曜日でしょう？」 伸子 F ええ 「ええ確かに・・・・・・・・」 77 16
「ええ」の発話者：安川（女）
「買いもの」 伸子 F ええ 「ええ一寸」 92 12
「ええ」の発話者：直子（女）

















伸子 F ええ 「ええそりゃ――」 429 12
− 13 −
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「え」の発話者：母（多計代）（女）
















































「ひどく痛むんですか」 古藤 M ええ 「ええ可なりひどく」 25 16
「気分はもうなおりましたね」 古藤 M ええ 「ええ」 33 6




「僕はねえ」 岡 M ええ 「ええ」 169 14
「私の電報をビクトリヤで受け取ったでしょうね」 木村 M ええ 「ええ、有難うございました」 237 14
「何かあなた非難を受けるような事でもしたんです
か」




































番頭 M ええ 「ええ夢を見ました。（後略）」 539 15















葉子 F ええ 「ええ」 48 4
「そんな事どうでもよござんすわ。あなたお丈夫で
したの」
葉子 F ええ 「ええ」 291 12
「（前略）、あなたは一体私をどうお思いになって」 葉子 F ええ 「ええ、本当を云いましょう」 332 4









「シカゴの大学にもでいらっしゃいますの」 葉子 F ええ 「ええ」 158 4
「あなたもシカゴにいらっしゃると仰ってね、あの
晩」



















































F ええ 「ええ、そうね」 121 5
「紅椿」
発話者：少女




































































細島 F ええ 「ええ、行けるといいわねえ」 50 1






細島 F ええ 「ええ、忘れましょう、（後略）」 54 4
「おかえりね」 細島 F ええ 「ええ、明日」 64 16




真澄 F ええ 「ええ――きっと忘れるわ」 54 5





「ああ、そうですの、どちらへ？お稽古？」 細島 F ええ 「ええ、あのお琴を・・・・・・」 58 6




「貝はお好き？」 真澄 F ええ 「ええ、すきですの、（後略）」 62 14
発話者：女学生（女）




















F ええ 「ええ、きっと来るわ、（後略）」 78 2













































F ええ 「ええ、きっと来るわ、（後略）」 78 2































































































F ええ 「ええ」 228 5







































「（前略）、じゃあ今度のサタデーにお忘れなく」 青年 M ええ 「ええ、ありがとう」 300 9
「梨の花」
発話者：少女（女）















「そう、やっぱり、東京が良いの？」 真弓 F ええ 「ええ、もうそりゃ」 322 14
「そう、じゃあ、真由弓さんは、小さい時からこん
な淋しい所で暮したの」
真弓 F ええ 「ええ、そうなの」 323 4
− 19 −
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「あなた、小さい頃一度こちらへいらっしたって仰
しゃったわね」































Usage of “ee” Uttered by Women in Literary Works: A Reading of
Nobuko by Miyamoto Yuriko, Aru Onna by Arishima Takeo and
Hana Monogatari by Yoshiya Nobuko
 Yasuko KANAYAMA 
Rica NINOMIYA
Abstract
This research examined the usage of the response “ee” in Nobuko (1924-1926), Aru Onna 
(1911-1913), and Hana Monogatari (1916-1924). The following aspect was found in these three 
works: only women used “ee” in daily conversation. In other words, men used “ee” in formal 
conversation only. In contrast, women used “ee” in both everyday conversation and formal 
conversation. Therefore, for men, “ee” is a formal responsive expression, whereas for women, “ee” 
can be used in both everyday conversation and formal conversation.
As these results support the findings of the 2018 research on Chijin no ai (1924-1926), we 
concluded that the research captures, to a certain degree, the usage and characteristics of “ee” 
from 1911 to 1924 (the late Meiji era to the Taisho era).
In the conclusion, further research questions are presented, which include an investigation on 
the historical changes of “ee” and an investigation on the usage of “ee” in our present time. 
(Kanayama: International Christian University, Ninomiya: Chuo university)
